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研究成果の概要（和文）：本研究は子どもの過去の経験に関する自己物語（ナラティブ）から、親と過去の出来
事について、いかに協働で物語を構築するのかに着目した。30時間の録音・録画したデータに基づいて、分析を
進めていった。物語の中で子どもが語彙、文法、オノマトペ等の言語資源および表情やジェスチャーといった非
言語行動を使用すし、自身の言動を再現することが見られた。そして、自身だけではなく、他者（人物、動物）
の言動を再現することも見られた。この結果から、親と一緒に過去の経験を語ることを通して、自身の記憶を相
手に適確に伝える伝達能力、感情の育成、アイデンティテの構築といった社会化に不可欠な要素を育てる機能が
あることが示唆である。

研究成果の概要（英文）：This study examined two-year old Japanese children’s interactions with 
parents in households. Based on 30 hours of audiovisual recordings, the analysis focused on 
storytelling of children’s personal experience. It finds that children used a range of linguistic 
and embodied resources, such as lexicon, onomatopoeia, gestures, and facial expressions, to co-tell 
with parents their experiences. Within these stories children took on various speaker roles, such as
 author of their own actions and words and animator of the actions of others. The findings of this 
study shed light on everyday storytelling as an important site of language socialization by showing 
ways in which the process of language acquisition and cultural acquisition are interlinked and 
inseparable.

研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 子どものコミュニケーション能力の発
達に関する研究において、生まれてから 3〜4
年という限られた期間に語彙・文法習得とい
った劇的な言語発達の変化がみられること
は、発達心理学の分野を中心として数多く報
告されている。しかし、この変化が起こる以
前に、子どもが他者と相互行為を行っている
場面や社会活動において何が起きているの
かを明らかにしようとする研究はまだ数少
ない (Takada,2014; 高木、2011 など)。心理
学及び教育学をはじめ様々な分野において
重要視されてきた経験的研究は、大人や兄弟
などのエキスパートによる社会化ストラテ
ジー（質問、指示、引用表現、評価など）や
マルチモーダル資源（音声、語彙、身体配置、
表情、ジェスチャーなど）を使用して挨拶、
謝罪表現、お辞儀といった日常の社会行動を
子供に学ばせる方法に焦点をあててきた。さ
らに、社会的行為・規範や思いやり、責任、
道徳性、ポライトネス（丁寧さ）、アイデン
ティティ（ジェンダー、上下関係など）など
といった文化的要素をどのように伝えるの
か、そのプロセスの解明にも貢献してきた。
本研究は、言語人類学的アプローチに基づき、
幼児（１歳から小学校就学まで）が参加する
相互行為（日常会話）における活動に焦点を
当てる。 
 
(2) 着眼点は、子どもの日常生活における
「言語社会化」(Duranti, Ochs & Schieffelin 
2012; Schieffelin & Ochs, 1986 など)のプ
ロセスである。言語社会化論は言語人類学的
なアプローチであり、幼児、成人を含む新参
者が社会・教育機関、組織活動などに適切に
参加できるようになるまでの過程を明らか
にすることを目的としている。そのアプロー
チは、言語能力や文化知識などが比較的高い
者というエキスパート（祖父母、親、兄姉な
ど）とそれらが比較的低い者というノヴィス
（乳児・幼児、学生など）の相互行為に焦点
を当てる。Schieffelin & Ochs (1986, p. 163) 
は、言語社会化のプロセスは「（エキスパー
トが）言語使用を通して社会化を実現させる
こと」と「（ノヴィスが）当該社会や場面に
応じた（非言語行動も含めて）言語を適切に
使用すること」という 2つの点があることを
主張している。すなわち、幼児などのノヴィ
スは、エキスパートとの相互行為によって、
日常会話や組織活動における言語を適切に
使用できるようになると同時に、社会的行
為・規範や文化的要素（思いやり、ポライト
ネス、アイデンティティ）も身につけるので
ある。本研究では、普段のエキスパートとノ
ヴィスの相互行為に最もよく観察される活
動の１つである自己物語（ナラティブ）を取
り上げる。 
 
２．研究の目的 
子どもは、一般的に、生まれてから 3〜4 年

の間に他者とコミュニケーションを行う能
力の基盤を習得する。そして言語を習得する
と同時に、社会的行為・規範・思いやり・責
任・道徳性・ポライトネス（丁寧さ）・アイ
デンティティなどといった文化的要素も身
につける。つまり、相互行為への参加が言
語・文化習得に先立って可能となっているの
である。本研究の目的は、この言語・文化習
得といった「言語社会化」のプロセスにある
相互行為（親子、子ども同士などの会話）に
参加することがいかに可能となり、実現され
ているのかを、実際の相互行為場面や社会活
動（食事、遊び、本読み聞かせなど）を観察・
記録し、収録したデータから分析を通して明
らかにすることである。 

 

３．研究の方法 
本研究では、言語人類学的アプローチとして
の言語社会化の方法を取り上げる。その方法
とは、子ども（ノヴィス）と親や兄姉（エキ
スパート）の日常的相互行為場面や社会活動
（食事、遊びなど）に焦点を当て、それらが
いかに参加者によって組織化されているか
を検証することである。そのために、自然な
やり取りを観察・記録し、収録したデータを
文字化する。文字化をするにあたって、言語
行動だけではなく、ジェスチャー、視線、身
体位置などといったマルチモーダル資源も
詳細に記述していく。そして、様々な場面や
社会活動を通して、繰り返し使用される実践
を記録し、量的・質的観点から分析を行う。
分析のカテゴリーは言語社会化ストラテジ
ー（質問、指示、代弁、評価など）や言語・
非言語的資源で、それに加えてそれぞれの場
面や活動及び子どもの年齢や性差によって
どのように言語使用が異なるのかも探って
みる。  
 
４．研究成果 
言語社会化の過程において、子どもが自分の
経験を遡って語るということは重要な実践
である。その実践は、リテラシー能力の発達
やコミュニケーション能力の育成、規範の習
得、道徳性の発達に繋がると言われている。
語りの中で、子どもがどのように「話し手」
になるのかという課題が挙げられている
(Ochs, 2002)。このことに関して、米国の社
会学者Goffman (1981)はフッティング論の中
で発話に関する「産出フォーマット」を提唱
し、ある発話に対して、話し手は「発声者」
（言葉を産出する・声を出して発音する者）、
「作者」（その言葉を作成した行為者）、「主
体」（その言葉の内容を確認し、信条をもっ
ている者）という 3つの役割を細分化してい
る。通常、現在の話者はそれら 3つの役割が
合わさった共同体であるが、その役割は分裂



する場合がある。例えば、メディアにおいて、
通常テレビのニュースキャスターや通訳者
は主に発声体であるが、作者と主体ではない
とみなされる。さらに日常会話においても、
C. Goodwin (2006) は、現在の話者が他人の
言葉を引用する時に、現在の話者は発声者で、
言葉を引用された者は主に作者と主体であ
ると考えている。本研究では「産出フォーマ
ット」の枠組みを援用し、子どもが親や兄姉
との相互行為の中でどのように「話し手」の
役割を位置づけたり位置づけられたりする
のかを明確にする。 
以上の理論に従って、2 歳児が親と一緒に
どのように過去の経験を語るのかに着目し、
その中で子どもがどのように「作者
(author)」と「発声者(animator)」(Goffman, 
1981)という 2 つの「発話者」の役割を位置
づけたり位置つけられたりし、親と一緒に語
るのかという観点から行った分析の結果を
次の２点に分けて報告する。 
 
(1) 作者としての言語・非言語使用 
まず、過去の経験に関する物語の中で子ど
もが「作者」として、自分の言動を再現し、
それを通して何をどのようにしたかという
ことを「見せる show」(Lerner, Zimmerman & 
Kidwell, 2011)ことが明らかになった。例え
ば、事例１は、父と一緒にスイミングスクー
ルから帰宅したところで、食卓に座って昼ご
はんを食べ始めた子ども（男児、名前：シュ
ウ、2 歳 5 ヶ月）が母と話している場面であ
る。この断片の直前、母はすでに答えを知っ
ている「シュウちゃん、今日何したの？」と
質問し、子どもから返事がないことに対して
「プールに行ったの」と子どもの代わりに答
え、１行目でさらに物語を追求する。 

 

事例１では、子どもが当日の朝スイミングス
クールに行った経験に基づいた物語におい
て言語とジェスチャーを使用することが見
られる。まず、母が産出した発話の冒頭とそ
の直後に生まれた間合い（01 行目「今日プー
ルで:: (1.9)」）に対して、子どもが両手を
持ち上げ動かす（2 行目、図１-a を参照）。
この身体的行動は、母の発話の続き
（「ゴ:::::::シゴ::シした」）と重複し、立

ち泳ぎしたようにプールで泳いだ（幼児語で
ある「ゴシゴシ」）という「描写的ジェスチ
ャー(iconic gesture)」(McNeill, 1992)を
示している。要するに、子どもはジェスチャ
ーをすることで、過去の出来事を報告するだ
けではなく、その出来事に自分がどのように
参加したかを見せることができる。続いて、
子どもはさらにどのように泳いだかを言語
と非言語行動を使用する。特に、母の「プー
ルをした」という断言に対して、右手で上を
指差した（05 行目、図 2 を参照）。その直後
に、手を左右に４回動かしながら「こっちこ
っちこっち泳い- (0.3)泳いだ」と言い、物
語を展開していく。このジェスチャーは先ほ
どの立ち泳ぎを見せるジェスチャーと異な
り、手と腕を４回地面に並行し動かしてプー
ルで往復したように泳いだことを見せる。さ
らに、子どもは母の「どうやって泳いだ」と
いう子どもの再現を促す質問に対して、もう
一度「こっちこっちこっち」と言いながら、
さらに母の目の前で同じようなジェスチャ
ーを何回も繰り返す（図１-c を参照）。以上
のように２歳児が「作者」として、自分の経
験を言動で再現し、何をどのようにしたかと
いうことを見せ、親と一緒に過去の経験に関
する物語を語っていく。 
 

 
図 1 

 
(2)作者及び発声者としての言語・非言語使
用 
次に、過去の経験に関する物語の中で 2歳
の子どもが「作者」だけではなく「発生者」
として第 3者（人物や動物など）の言動を再
現することも見られた。事例２では、母が夕
食の準備をしている間に、子ども（女児、1
歳 11 ヶ月）が食卓に座り、山羊の絵が書い
てある自分の前掛けを持っている。この断片
の前に子どもが前掛けを見て、「山羊ちゃん」
と歌を歌うような調子で何度も繰り返して
言う。それに対して、母が「エプロンできる
かな」、「1 人でできるかな」などと子どもに
自分で前掛けをかけるように促す。その後、
子どもが思いがけなく山羊の代わりに羊を
言い始め、母は「山羊だしよ」と訂正し、山
羊に関する過去の共有経験（家族で３ヶ月前
に牧場に行ったこと）を子どもに思い出させ
ようとする。 
 



 
 
事例２では、母が促した山羊の思い出につ
いて、子どもが自分の前掛けを見ながら「や
ぎちゃん怖い:::::」(3 行目)と評価する。こ
れはあくまでも子どもが自分の前掛けに書
いてある山羊に対する評価ではなく、過去に
出会った山羊に対する評価であり、母と一緒
に語ることで、物語を共同構築することに大
きな貢献をしている。この評価では子どもが
「怖い」という形容詞の最後に母音を伸ばす
ことによって、自分の情動的スタンス(Cook, 
2014)を示している。ようするに、子どもが
物語における作者として過去の記憶にある
気持ちを再現している。これに対して、母が
「怖い::って言ってたね::」（04 行目）と
子どもの評価に引用マーカーである「って言
ってた」を付けて評価を繰り返し、子どもが
その評価の作者として確認する。続いて、母
が子どもの山羊が怖いことを否定した(8 行
目)後に、子どもが両手を前に出しながら（図
2を参照）「やぎちゃん人参貸して」（10行目）
と山羊の行動を擬人化して声を代弁する。こ
の代弁は、母は「人参ちょうだい」と言い換
えて、山羊が食べ物（人参）を依頼しにやっ
てきたという理解を示しているものである。 

 
図 2 

 
以上のように、子どもが親と一緒に過去の経
験を語ることを通して、子供が感情、アイデ

ンティティ、記憶（心理学では思い出にある
「エピソード記憶」）などを表出し、社会化
されていくことが示唆されている。 
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